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嚢 
市 

五所川原市役所 

昭和33年9 月 1 日第三種郵便物認可 

市
民
の
み
な
さ
ま
、
昭
和
四

十
三
年
の
一
月
広
報
を
通
じ
、
 

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す

わ
が
五
所
川
原
市
は
、
市
制

施
行
こ
の
か
た
、
発
展
振
興
の

一
途
を
た
ど
り
、
こ
こ
に
十
五

年
目
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
 こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
市
民

各
位
の
郷
土
愛
に
よ
つ
て
築
か

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
．
 

不
肖
わ
た
く
し
は
、
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
、
そ
の
責
務
を

担
つ
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
み

な
さ
ま
の
主
張
と
希
望
を
で
き

る
だ
け
多
く
、
し
か
も
早
期
に

か
な
え
、
津
軽
半
島
部
に
お
け

る
田
園
基
幹
都
市
と
し
て
の
開
 

発
に
い
つ
そ
う
の
努
力
を
つ
づ

け
、
こ
の
貴
務
を
果
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

そ
の
第
一
点
は
、
行
財
政
と

民
生
の
強
化
で
あ
り
ま
す
が
、
 

こ
れ
は
、
交
通
安
全
、
防
災
対

策
、
出
稼
ぎ
対
策
、
災
害
復
旧

し
尿
、
じ
ん
芥
処
理
の
完
全
処

理
な
ど
、
安
心
し
て
働
け
る
環

境
を
つ
く
つ
て
、
市
民
生
活
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
力
を
そ
そ

ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

第
二
に
は
、
産
業
経
済
の
振

興
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
生

活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
市
道

の
改
艮
、
舗
装
の
推
進
、
都
市

公
園
の
建
設
、
児
童
遊
園
地
の

整
備
、
学
校
、
住
宅
、
そ
の
他

公
共
施
設
の
整
備
に
よ
り
ま
し

て
、
社
会
資
本
を
増
強
し
、
た

の
し
く
豊
か
な
生
活
を
つ
く
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

第
三
に
は
、
未
来
の
た
め
新

街
路
計
画
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
．
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と

ま
た
、
区
画
整
理
事
業
の
早
期

実
現
、
第
二
次
農
業
構
造
改
善

事
業
の
促
進
な
ど
に
よ
り
ま
し

て
、
将
来
の
産
業
経
済
に
寄
与
 
 

を
な
し
、
新
し
い
社
会
経
済
に

対
応
す
る
た
め
の
基
礎
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
た
い
考
え
で
あ

り
ま
す
。
 

今
日
の
市
民
の
福
祉
を
大
事

に
し
な
が
ら
、
明
日
は
よ
り
明

る
く
、
よ
り
豊
か
な
街
を
つ
く

り
あ
げ
る
た
め
に
、
市
民
の
み

な
さ
ま
と
一
緒
に
手
を
と
り
合

つ
て
進
み
た
い
念
願
で
あ
り
ま

す
の
で
、
何
分
の
ご
協
力
と
ご

指
導
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

八
百
七
十
三
人
が
お
と
な
の

仲
間
入
り
と
な
つ
た
門
出
を
祝

う
成
人
式
は
 
「成
人
の
日
」
 
の

一
月
十
五
日
、
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
に
五
百
三
十
四
人
の
若

人
と
、
教
育
、
行
政
関
係
者
な

ど
来
ひ
ん
多
数
が
列
席
し
て
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
は
ホ
ー
ル
ー
杯
に
こ
だ
ま

す
る
君
が
代
斉
唱
に
つ
づ
き
永

井
教
育
長
が
「
今
後
、
み
な
さ

ん
の
行
動
は
自
由
で
あ
る
と
同

時
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
式
辞
、
秋
田
教

育
委
員
か
ら
市
長
自
筆
に
よ
る
 

「
行
文
而
礼
有
n
文
を
行
つ
て

礼
あ
り
」
と
し
る
さ
れ
た
手
拭
 

成
人
式
に
集
つ
た
若
人
 

の
記
念
品
が
成
人
代
表
に
贈
ら

れ
、
成
人
代
表
と
し
て
今
博
く

ん
（
七
和
）
は
 
「
成
人
と
し
て

の
喜
び
を
か
み
し
め
る
と
と
も

に
社
会
人
と
し
て
の
責
任
を
果

す
べ
く
努
力
す
る
」
石
岡
時
枝

さ
ん
 
（長
橋
）
 は
「
今
日
ま
で

は
人
生
の

ー
ペ
ー
ジ
に
す
ぎ
ず

こ
れ
か
ら
の
本
当
の
人
生
を
有

意
義
に
す
ご
す
」
と
の
誓
い
が

あ
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
成
人
式
を
記
念
し
て

東
北
女
子
短
大
教
授
の
山
口
寿

先
生
の
 
「若
い
人
た
ち
に
」
と

題
し
て
の
講
演
が
あ
り
、
お
と

な
の
社
会
に
第
一
歩
を
ふ
み
だ

し
ま
し
た
．
 

長 佐々木 栄 造 

成

人

を

祝
う
 
っ
 
ど
い
 

八
 
七
 
三
 人
 
が
 門

出
 



② 市政ニユース 

歳 出 の 状況 
（単位千円） 

歳入 の 状況 
（単位千円） 

その地 30.050(2.9%、 
財産収入 .26232(2.6'6 1 
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昭和41年度の決算の状況をみなさまにおしらせしま

す、当市は、昭和34年以来、財政再建準用団休として

財政の建て直しに努力してきましたが、その赤宇も42 

年度をもつて解消することができ、新しい年度からは

―本立ができることになりました。 

これは、ひとえに市民のみなさまのご協力によるも

のと感謝いたします。 

これからも、より一層のご協力をお願いします。 

赤字解消の状況 

会 	計 	別 歳 	入 歳 	出 差 引 

国民健康保険 165. 536 163.354 2 182 

市立高等看護学院 884 1.332 . 	948 

公 益 質 屋 2.262 4.733 △ 2.471 

その化 z'Os 

水刊ぜ域税ノlβ形 

電元ガス税ノ3ソ'5 

	 当初計画額 

ー 解消実績額 
、

、 

、 

×ー 

、

、 



市

一
の窓
ロ
が

一
本

化
 

一
回
の
届
出
で
す
べ
て

O
K
 

十
一
月
か
ら
住
民
基
本
台
帳
法
が
制
定
さ
れ
、
窓
口
の
届
出
が

一
本
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
が
転
出
、
転
入
な
ど
で

市
の
窓
口
に
お
い
で
に
な
り

一
回
届
出
し
ま
す
と
、
自
動
的
に

住
民
登
録
、
年
金
、
国
保
、
選
挙
等
に
も
住
所
変
更
が
・
な
され

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

転
入
の
と
き
と
同
じ
）
 

住
所

を
移

す
 

時
は
転
出
届

を
 

他
の
市
町
村
へ
住
所
を
移
す

と
き
は
、
市
の
窓
口
へ
転
出
届

を
だ
し
て
「
転
出
証
明
書
」
を

も
ら
い
、
転
入
地
の
市
町
村
へ

転
入
届
を
だ
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・

住
所
を
変
え
た
ら

郵
便
局
へ
も
 

転
居
し
た
と
き
は
、
郵
便
局

へ
も
転
居
の
通
知
を
だ
し
ま
し
 

J
う
。
 

旧
住
所
あ
て
に
き
た
郵
便
で

も
、
 一
年
間
は
引
越
し
先
へ
ま

わ
さ
れ
ま
十
も
 

新
入

生
の
就
学

通
知
書
が
 

届
 
か
 
な
 
い
 
方
 
は
 
連
 
絡
 

を
 

届
出

は
一
回
で
 

全
部
済

み
ま
す
 

み
な
さ
ん
が
住
所
を
移
す
場

合
は
、
 一
回
の
届
出
で
み
ん
な

す
み
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
、
 

配
給
、
国
民
年
金
、
国
保
、
選

挙
等
に
住
所
変
更
届
を
だ
さ
な
 

く
て
も
．
自
動

的
に
処
理
さ
れ

ま
す
。
支
所
管

内
で
は
、
多
少

不
便
が
残
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

み
な
さ
ん
が
 

、
住
所
を
移
す

た
め
、
窓
ロ
へ

お
い
で
の
と
き

は
、
つ
ぎ
の
も

の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
 

ロ
転
出
届
の

と
き
…
国
民
健
 
 

康
保
険
被
保
険
者
証
，
国
民
年

金
手
帳
、
印
か
ん
 

ロ
転
入
届
の
と
き
・
・国
民
年

金
手
帳
、
転
出
証
明
書
、
配
給

通
帳
、
印
か
ん
。
 

ロ
市
内
で
住
所
を
変
え
る
と

き
…
転
居
届
を
だ
し
て
く
だ
さ

い
 
（支
所
管
内
か
ら
本
庁
管
内

へ
住
所
を
移
す
と
き
は
、
転
出
 

市
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
四

十
三
年
四
月
あ
ら
た
に
小
学
校

へ
入
学
す
る
児
童
（
昭
和
三
十

六
年
四
月
二
日
か
ら
、
 昭
和
11
1
 

十
七
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
児
童
）
 の
家
庭
へ
、
 

一
月
十
八
日
ご
ろ
ま
で
に
、
就

学
通
知
書
と
就
学
時
健
康
診
断

実
施
通
知
書
を
お
届
け
す
る
た

め
、
準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま

す
が
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
通
知

書
が
届
か
な
い
方
も
あ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
 

つ
ぎ
の
健
康
診
断
期
日
が
近

づ
い
て
も
、
通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
お
手
数
で
も
市
教

育
委
員
会

（
岩
木町
・
旧
一
中

校
舎
）
 
へ
ご連
絡
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
入
学
日
時
は
各
小
学

校
と
も
、
四
月
八
日
（
月
）
午
 

前
九
時
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

就
学
時
健
康
診
断
日
 

▽
五
所
川
原
小

ー
月
2
5日
9
 

時
 
▽
南
小

ー
月
2
5日
1
3時

▽
栄
小

ー
月
2
4日
1
0時
 
▽
七

ッ
舘
小

ー
月
2
6日
1
2時
3
0分

▽
沖
飯
詰
小

ー
月
2
6日
1
0時

▽
田
川
小
ー
月
2
4日
1
3時
 
▽

鶴
ケ
岡
小
2
月
ー
日
1
2時
3
0分

▽
藻
川
小
2
月
2
日
1
3時
 
マ

野
里
小
2
月
8
日
1
3時
 
▽
松

野
木
小
2
月
8
日
1
0時
 
▽

一

野
坪
小
2
月
6
日
1
2時
3
0分

▽
飯
詰
小

ー
月
2
4日
1
2時
 
▽

毘
沙
門
小
2
月
8
日
1
3時
 
△

羽
野
木
沢
小
2
月
2
日
1
3時

▽
高
野
小
2
月
8
日
1
3時
 
▽

前
田
野
目
小
2
月
7
日
1
3時

▽
松
島
小
2
月
6
日
1
3時
 

青
色

申

告
の
す
す
め
 

・

国
民
年
金
の

加
入
は
2
0歳
か
ら
 

二
十
歳
に
な
り
ま
す
と
、
成

人
と
し
て
の
権
利
を
得
る
と
同

時
に
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら

五
十
九
歳
ま
で
の
厚
生
年
金
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
 

か
な
ら
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

毎
月
の
保
険
料
は
、
二
十
歳

か
ら
三
十
四
歳
ま
で
二
百
円
、
 

・
 

三
十
五
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
 

く
 

は
一
一百
五
十
円
で
す
。
 

老
後
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
 
 

与

え
ら
れ
た
権
利
を
行
使
し
ま

し
よ
う
。
 

加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
市

役
所
保
険
衛
生
課
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。
 

に
せ
税
理
士
に
 

ご

注

意
 

税
務
の
代
理
や
、
税
務
書
類

の
作
成
、
税
務
相
談
は
、
正
規

の
資
格
を
も
つ
た
税
理
士
に
だ

け
依
頼
で
き
る
こ
と
に
な
つ
て

い
ま
す
。
 

資
格
を
も
た
な
い
、
に
せ
税

理
士
に
依
頼
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

（
税
務
署

）
 

申
告
所
得
税
は
、
納
税
者
の

み
な
さ
ん
が
自
分
で
自
分
の
所

得
と
税
額
を
計
算
し
、
定
め
ら

れ
た
期
限
ま
で
に
申
告
と
納
税

を
す
る
制
度
に
な
つ
て
い
ま
す

毎
日
の
取
引
き
を
帳
簿
に
記

帳
し
て
、
そ
の
帳
簿
に
も
と
づ

い
て
正
確
に
所
得
を
計
算
し
、
 

税
額
を
申
告
す
る
こ
と
を
青
色

申
告
と
い
い
ま
す
。
 

こ
の
青
色
申
告
に
は
、
所
得

の
計
算
や
、
そ
の
ほ
か
い
ろ
い

ろ
な
面
で
有
利
な
取
扱
い
を
す

る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

こ
と
し
の
税
法
改
正
で
、
記

帳
方
法
が
大
幅
に
簡
素
化
さ
れ
 
 

と
く
に
、
小
規
模
事
業
者
に
と

つ
て
．
非
常
に
利
用
し
ゃ
す
い

現
金
式
簡
易
帳
簿
で
も
よ
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

青
色
申
告
制
度
は
、
税
金
が

安
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
企

業
の
損
益
の
状
況
や
資
産
の
状

態
や
資
産
の
状
態
が
あ
き
ら
か

に
な
り
、
企
業
の
合
理
化
と
発

展
に
役
立
ち
ま
す
。
 

手
続
き
や
記
帳
方
法
な
ど
不

明
な
点
に
つ
い
て
は
、
税
務
署

税
理
士
、
商
工
会
議
所
、
青
色

申
告
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

（税

務
署

）
 

市政ニユース 



④
 

市政ニユース 

2 月 ごみ処理 日 程 

ロ降雪のため、日時の変更もありますロ 

柏 原 町 	1.2.9.10.H・15.22.23・27.28日 

上平井町 

下平井町 

大 	町 	3.5.6.16.ロ．19.29日 

寺 町 7.8.20.21日 

川 端 町 3.5.6.7.8.9.10.19.20.22.23.24日 

本 	町 	5.6. 17. 19.29日 

東 	町 	1.2.3.8・9・14・15.16・23.24・27.28日 

鎌 	谷 	町 	13. 14.15 .29日 

新 	町 	6.7.21.22日 

柳 	町 	7.8.9.10.20.21.26.27日 

成 田 町 7.8.20.21日 

田 	町 	10.12.13.14.24.26日 

栄 	町 	12.26.27.28日 

末
 
広
 
町
 

5
.
2
1

日
 

町
町

町
町
町
町
町
町

町
町
町

町
 

大
寺

川
本
東
鎌
新
柳
成
田
栄
末
 

端
 
谷
 
田
 
広
 

◇定位置定日集収地域◇ 

毎週火曜日 旭町 

毎週水曜日 錦町、幾島町、きつき町 

毎週木曜日 敷島町、雛田町、東雲町 

毎週金曜日 元町、弥生町、平井町、新宮末広町 

岩木町、中平井町、布屋町 

第1.3日曜日 平和町、千鳥町、十川町、下平井町住 

宅、田園調布、松島団地 

冬
の

気

象

か
ら
 

テ
レ
ビ
の
う
つ
り
を
守
ろ
う
／
 

農
林
商
工
課
は
、
五
所
川
原

市
農
村
青
年
建
設
班
事
業
の
ー
 

か
ん
と
し
て
、
 一
月
八
日
か
ら

十
六
日
ま
で
の
九
日
間
、
青
森

市
三
内
の
県
農
業
機
械
化
セ
ン

タ
ー
で
、
合
宿
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
農
業
後
継
者
育
成

と
、
地
域
の
農
業
構
造
改
善
事

業
を
推
進
す
る
に
必
要
な
大
型

農
業
機
械
の
基
本
操
作
・
技
術

習
得
の
た
め
お
こ
な
わ
れ
た
も

の
で
、
十
三
人
が
参
加
、
全
員

優
秀
な
成
績
で
大
型
特
殊
免
許

を
取
得
し
、
所
長
か
ら
も
優
良

修
了
生
と
し
て
ほ
め
ら
れ
、
五

所
川
原
市
農
村
青
年
の
意
気
を

大
い
に
発
揮
し
ま
し
た
。
 

農
村
青
年
建
設
班
に
、
人
心

の
高
揚
と
技
術
錬
磨
の
た
め
、
 

・

所
得
税
の
還
付
申
告
書

…
・

納
税
証
明
請
求
書
は
早
く
 
 

員
 

班
 

青こL年 建 設 村
 

農
 

毎
年
合
宿
期
間
一
か
月
、
定
期

集
A呈
ハ
回
以
上
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。
 

こ
と
し
は
、
わ
が
国
が
近
代

国
家
と
し
て
基
礎
を
固
め
た
明

治
か
ら
数
え
て
百
年
目
に
あ
た

り
、
全
国
的
に
明
治
百
年
記
念

の
諸
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す

郵
政
省
で
も
「
豊
か
な
国
づ

く
り
」
 
「
しあ
わ
せ
な
家
庭
」
 

を
モ
ツ
ト

ー
と
す
る
簡
易
保
険

を
こ
の
記
念
祭
に
協
賛
し
、
明

治
百
年
記
念
新
加
入
運
動
を
お

こ
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 
 

五
所
川
原
市
は
、
冬
に
な
る
と

テ
レ
ビ
の
う
つ
り
が
悪
く
な
り

ま
す
。
 

N
H
K
で
は
、
市
内
に
自
動

電
測
記
録
計
と
い
う
自
動
的
に

電
波
の
強
さ
を
記
録
さ
せ
る
計

器
を
設
置
し
て
、
電
波
の
強
さ

と
気
象
の
関
連
等
を
検
討
し
て

お
り
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
テ
レ
ビ
の
う
つ

り
が
悪
く
な
る
大
き
な
原
因
は

塩
害
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
 と
く
に
、
こ
の
塩
害
は

み
な
さ
ん
に
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
平
型
フ
イ
ー
ダ
ー
に
い
ち
じ

る
し
く
あ
ら
わ
れ
、
テ
レ
ビ
の

面
が
ま
つ
た
く
う
つ
ら
な
く
な
 

明
治
百
年
を
契
機
と
し
て
郵

便
局
の
簡
易
保
険
に
ご
加
入
く

だ
さ
い
。
 

み
な
さ
ま
が
払
い
込
ん
だ
保

険
料
は
、
積
み
立
て
ら
れ
、
各

市
町
村
の
学
校
、
住
宅
、
道
路

な
ど
の
公
共
事
業
の
建
設
に
貸

し
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

当
市
も
、
こ
の
融
資
を
う
け

五
所
川
原
市
建
設
に
大
き
な
役

割
を
果
し
て
い
ま
す
。
 
 

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
塩
害
を
防
ぐ
に
は
、
発

泡
ポ
リ
ェ
チ
レ
ン
め
が
ね
型
フ

イ
ー
ダ
1
か
、
 同
軸
ケ
ー
ブ
ル

を
使
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

価
格
は
、
発
泡
ボ
リ
ェ
チ
レ

ン
め
が
ね
型
フ
イ
ー
ダ

ー
は
、
 

平
型
フ
イ
ー
ダ

ー
の
二
倍
程
度

同
軸
ケ
ー
ブ
ル
は
四
・
五
倍
で

す
。
 フ
イ
ー
ダ
ー
の
交
換
は
、
 

お
近
く
の
テ
レ
ビ
屋
さ
ん
に
ご

依
頼
く
だ
さ
い
。
 

(N
H
K弘
前
放
送
局
）
 

・

年
金
は

一
日
も
早
く

…
・

納
め
ま
し
よ
う
 

市
の
年
金
行
政
は
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
で
順
調
に
進
ん
で

お
り
ま
す
。
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
 

一
月
は
基
準
月
で
す
か
ら
、
 

い
ま
ま
で
の
滞
納
分
を
全
部
整

理
し
ま
し
よ
う
。
 

基
準
月
に
滞
納
し
て
い
る
と

万

一
、
不
幸
に
で
あ
つ
た
場
合

お
金
を
も
ら
え
ま
せ
ん
か
ら
、
 

一
月
中
に
か
な
ら
ず
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
 

た
ば
こ

は
市
内
で

買

い
 
ま
し
 よ
う
 

全員特殊免許を取得 

青年建設班合宿研修 

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
は
、
申
告
所
得
税
の
確

定
申
告
期
で
税
務
署
の
窓
ロ
が

非
常
に
こ
み
あ
い
ま
す
。
 

〇
保
険
の
外
交
員
、
セ
ー
ル

ス
マ
ン
、
出
稼
ぎ
者
等
の
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
の
た
め

の
、
確
定
申
告
書
の
提
出
と

〇
業
者
登
録
、
入
札
参
加
等

の
納
税
証
明
書
の
請
求
等
は
、
 

で
き
る
だ
け
早
め
に
 
（お
そ
く

と
も
二
月
二
十
日
こ
ろ
ま
で
）
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

（
税
務
署
）
 

明

治
百

年
記

念
に
 

簡

易
保
険

の
加
入
を
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